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資料４
【第２号議案】

第 78回全国植樹祭ロゴマーク（案）について

１ 概要
有識者による「大会テーマ・シンボルマーク・ポスター原画専門委員会」を設置の上、全国公募によ
り作品を募集し、専門委員会での審議により大会テーマ及びシンボルマークを決定。事務局において、
これらを組み合わせたロゴマークを作成した。

２ 大会テーマ・シンボルマークの決定（報告）
（１）公募概要
ア 募集期間 令和７年 10 月 14 日（火）～ 同年 12月５日（金）まで
イ 応募資格 県内外、国籍年齢を問わず応募可能
ウ 募集内容 全国植樹祭基本構想の開催理念及び大会の基本方針を表現した

「大会テーマ」及び「シンボルマーク」
エ 応募総数 大会テーマ ： 1,510 点（県内在住：162 点、県外在住：1,348 点）

シンボルマーク ： ,345 点（県内在住：135 点、県外在住：210 点）

（２）審査について

ア 大会テーマ・シンボルマーク・ポスター原画専門委員会委員
役職 所 属 役 職 氏 名
委員長 高知県公立大学法人高知工科大学理工学群 教授 堀澤 栄

委員

公益社団法人高知県森と緑の会 専務理事 塚本 愛子

国立大学法人高知大学地域協働学部 教授 吉岡 一洋

高知県屋外広告物審議会 委員 松井 大洲

株式会社高知新聞社 常務取締役 石川 浩之

高知県立美術館 主任学芸員 塚本 麻莉

高知県総合企画部広報広聴課 課長 柳 幸代

高知県林業振興・環境部 副部長 竹﨑 誠

高知県教育委員会事務局小中学校課 課長 高橋 励
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イ 審査基準

【大会テーマ】
・「第 78 回全国植樹祭」の開催理念・基本方針を分かりやすく表現した作品となっていること。

・高知県らしさを全国に発信する作品となっていること。

・言葉の響き、リズムがよく、印象に残る作品になっていること。

・過去の大会の作品やその他既存の作品に類似した表現を含んでいないこと。

【シンボルマーク】

・親しみがもてるような、魅力的なデザインであること。

・大会の開催理念・基本方針を踏まえたデザインであること。

・啓発物品等に活用しやすいデザインであること。

・「くろしおくん」を使用する場合は、高知県のイメージアップキャラクターのイメージを

損なわないデザインであること。

・過去の大会の作品やその他既存の作品に類似していないこと。

ウ 審査経緯

① 予備審査

【大会テーマ】

要件審査後の 1,427 点から 50点を選定

【シンボルマーク】

要件審査後の 326 点から 50点を選定

② 一次審査

各 50点から各 20作品を選定

③ 最終審査（第２回大会テーマ・シンボルマーク・ポスター原画専門委員会内開催）

一次審査で選定された作品について、協議により最優秀作品（１作品）、優秀作品（３作品）

を決定
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エ 審査結果

【大会テーマ】最優秀の作品を大会テーマとして決定

賞 作品・応募者・選定理由

最優秀賞
（大会テーマ）

〔作 品〕 黒潮に 恵み届ける 森づくり

〔応 募 者〕 沼田 慎也 さん（東京都在住）
ぬまた しんや

〔選定理由〕 高知県民が身近に感じる「黒潮（くろしお）」が、雄大な広がりと受け
継がれていく自然の姿をイメージさせ、森・里・川・海を通じて恵みが

巡る関係性を想起させる。こうした循環の根幹をなす豊かな森づくりの

重要性が示され、本大会の開催理念を表現した作品となっている。

優秀賞

〔作 品〕 ゆたかさ、やまもり。

〔応 募 者〕 松岡 基弘 さん（高知県在住）
まつおか もとひろ

〔作 品〕 未来へと 土佐からつなぐ 森づくり

〔応 募 者〕 荒井 千代子 さん（新潟県在住）
あらい ち よ こ

〔作 品〕 緑でつなげ 人も森も 大家族やき

〔応 募 者〕 宮本 絢心 さん（高知県立高知農業高等学校１年）
みやもと けんしん
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【シンボルマーク】最優秀の作品をシンボルマークとして決定

最優秀賞作品
（シンボルマーク）

応募者・選定理由

秀 野 明理さん（兵庫県在住）
しゅう の あかり

中央に高知県のイメージキャラクターであるくろしおくんを配置
し、その背景に沈下橋やゆずを描くことで高知県らしさを表現して
いる。また、森・里・川・海のつながりと植樹の場面により、自然
の恵みの循環を想起させ、開催理念を表現した作品となっている。

優秀賞作品（３点）

岡村 麻佑さん
おかむら ま ゆ

（学校法人龍馬学園龍馬デザイ
ンビューティ専門学校２年）

遠藤 小幸さん
えんどう こゆき

（栃木県在住）

塩﨑 榮一さん
しおざき えいいち

（大阪府在住）
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４ 第 78回全国植樹祭ロゴマークの作成について（審議）
令和 10年（2028 年）に本県で開催する「第 78回全国植樹祭」を効果的に周知するため、大会テーマ

及びシンボルマークを組み合わせた、一体的なロゴマークを作成する。

（１）ロゴマーク（案）

（２）活用方法

大会ポスターやホームページ、「全国植樹祭だより」、ノベルティグッズ等の啓発資材などに

幅広く活用

（横型） （縦型）

（ワッペン型）


